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　（２０２０年１月）

6日(月) 新年賀詞交歓会

14日(火) 理事会（Ｎｏ．１１１４）

27日(月) 理事会（Ｎｏ．１１１５）

　（２月）

10日(月) 理事会（Ｎｏ．１１１６）

25日(火) 理事会（Ｎｏ．１１１７）

 
 
当協組は恒例の新年賀詞交換会を１

月６日(月)に都内のホテルにて開催し、 
４５０名を超える方々のご出席を頂きまし
た。 

最初に主催者を代表して斎藤理事長
より挨拶がありました。 

 

【令和という新しい時代】 
 

昨年はなんと言っても令和という新しい
時代を迎えたということです。中西進さん
の万葉集の本を読みますと、令和とは素
晴らしく穏やかな、という意味だそうで、ど
んな時代になるのか大いに素晴らしい時
代になることを期待しております。 

昨年の経済を振り返ってもあまりいい
話がなかったと思います。最近も日中・日
韓関係の悪化、またイランでの紛争等が
起きており、今年の経済はどうなるのかと
心配しておりますが、今年はなんといって
もオリンピック、パラリンピックがありますの
で、この経済効果には大いに期待ができ
るのではないかと思っております。 

 

【国が国土強靭化に本腰】 
 

昨年のことをもう一度思い浮かべますと
やはり皆さんはワールドカップということを
言われると思いますが、私が一番先に思
いつくのは、２年続けての重大災害のこと
です。「史上最大クラスの台風」という言
葉が何回も使われましたし、現実に我々
の関東地区がその被害を受けて、未だに
生活に支障を来している方がいらっしゃ
るということで、改めてここでお見舞いを
申し上げたいと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国も、国土強靭化、防災・減災、これに
いよいよ力を入れて本気で公共工事をや
ってくれるということです。本日の来賓で
全生両連合会の吉野会長が生コン議員
連盟に対して、国土強靭化・公共工事を
続けて下さいと長年に亘ってお願いをし
て、それが実を結んで生コン議員連盟の
皆様に動いて頂いているという状況です。 

 

【今年度の出荷は弱含み】 
 

東京協組の活動を振り返りますと、非
常に残念ながら昨年からの出荷数量が
前年度に比べ大幅に減少致しました。オ
リンピック需要が早く終了したとか、工事
の端境期であるとか色々と要因はあるの
でしょうが、当初この席に立つときは年間
３００万㎥弱と言おうと考えておりましたが、
12月の実績と1月の予定を見ますと、「弱」
では言い表せず、「弱・弱」の２８０万㎥で
収まってくれればいいかなと寂しい状況
にあります。 
 

【更なる価格是正のお願い】 
 

２年前から進めてきた価格の改定につ
きましてはほぼ１，０００円の獲得となりま
した。とはいうものの、この２年間で輸送
費、原材料費、人件費が上昇し、値上げ
の効果が完全にコストアップに吸収され
てしまいました。そうした状況ですので、
大変恐縮ではございますが、この４月引
合分から１，０００円の価格改定を実施さ
せて頂きたいと思っている次第です。 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【来年度出荷は下期に本格回復へ】 
 

今後の出荷につきましては、今はこう
いう状況ではございますが、かなり新規の
引き合いが増えております。しかも、超大
型物件、既に皆様のお耳に入っているか
とは思いますが、麻布台、勝どき、品川、
それから池袋、新宿もありますし、まだま
だ大型物件がございます。来年度上期の
出件はやや厳しいかなと思いますが、ゼ
ネコンからは既にGW中も、あるいはお盆
中も操業してほしいというお話も頂いてお
ります。オリンピック・パラリンピック終了後
の下期は間違いなく数量が出ると思いま
すし、ゼネコンから、車や石灰石、特殊セ
メントの用意も万全にしておくよう念押しさ
れております。下期の出荷数量は２年前
と同じように毎月３０万㎥位になり、私の
予想では年間で３３０万㎥位かと思って
おります。 

 

【喫緊の４つの課題】 
 

こうした状況の中で、協組として取り組
むべき 4 つの課題がございます。１点目
は、適正価格をお願いしたい、ということ
です。ただし、今回は組合員各社の経営
が非常に厳しい状況ですので、早期に 
１，０００円の改定をお願いしたいと思って
おります。 

２点目が安定供給の確保です。やはり
適正価格を頂くからには、高品質の生コ
ンの安定供給は欠かせません。下期の
予想は先ほど申したとおりですので、組 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
合員、販売店、セメントメーカー、骨材会
社、輸送会社と連携を強化していかなけ
ればならないと考えております。 

３点目が、残コン・戻りコン、出荷キャン
セルの削減です。依然として削減が進ま
ない中で、処理費が大幅にアップしてお
りますので、取消料も 4 月から上げさせて
頂くことに致しました。削減することはゼネ
コンにとっても、生コン会社にとっても、安
定供給やコスト削減の面で非常に有意義
ですので、引き続き削減をお願いして参
ります。 

４点目は、何と言ってもイメージアップ
の推進です。当協組では働き方改革、IT
活用、女性活躍推進のワーキングチーム
を作っておりますが、この活動を中心にし
て少しでも、イメージアップ、人材確保に
結び付けたいと思っております。 

 

【取引先との信頼関係の強化】 
 

これらの課題を進めるためにはユーザ
ーであるゼネコンと相互理解を深めること、
ゼネコンと我々の間を取り持っていただく
販売店・商社との信頼関係を深めること、
それと組合員が一致団結すること、この
三つの基本姿勢で課題に向かって取り
組んで行きたいと思っております。特に
我々組合員と販売店の関係ですが、ラグ
ビーでいうならスクラムを組んでゴールに
向かってトライをしていきたいと思っており
ますので、引き続きご協力ご支援をお願
いしたいと思っております。 
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令和２年新年賀詞交歓会

      　１２月（実績）
前年比 前年実績比 前年比

大型 157,533 ｍ3 56.7% 120,000 ｍ3 53.3% 引合 482,859 ｍ3 195.2%

小型 31,020 ｍ3 101.5% 30,000 ｍ3 108.6% 成約 408,859 ｍ3 201.7%

計 188,553 ｍ3 61.1% 150,000 ｍ3 59.3% 契残 2,667,105 ｍ3 75.9%

（出荷数量） （引合、成約、契残）
１２月（実績）    　  20年１月（想定）

適正価格の獲得

経営者・共販セミナー

主催：東京都生コンクリート
工業組合

日時：２月２１日（金）１５時 ～

場所：京王プラザホテル(新宿）

（左から

水野副理事長、

田中副理事長、

斎藤理事長、

西森副理事長、

松本副理事長）
（斎藤理事長）

(今月の標語は裏面に）



コンクリートで夢 を形 に !!

 

 

 

 

 

 

 

 当社は、首都圏の宇部興産（株）直

系生コン会社が合併して設立され、現

在東京、神奈川、埼玉、千葉の各都

県に９工場を展開しています。それぞ

れの工場で地域や住民の方との触れ

合いを通じてイメージアップに取り組

んでおり、そのいくつかをご紹介しま

す。 

 豊洲工場は、操業開始当時は想像

できなかったと思いますが、今や周囲

を高層マンションに囲まれており、工

場周辺で開催される夏祭りやイベント

に参加したりして、地域との共生を目

指しています。また、海外からの研修

生を受け入れる等の活動も行ってい

ます。 

溝の口工場（写真）、浦安工場など

では、小中学生の工場見学や職場体

験を受け入れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

溝の口工場を訪れた小学 2 年生の

見学班は、生コンプラントやミキサー

車を間近に見ることができて、とても

喜んだそうです。ミキサー車をデザイ

ンした「UBE コンクリートのみなさん、

ありがとう」と書かれたお礼の絵が届

き、案内を担当した工場の従業員も暖

かい気持ちになりました。        

子供たちが喜ぶと言えば、子供向

けの「はたらくくるま３００＋」（講談社）

という絵本図鑑に UBE コンクリートミ

キサー車の写真が採用され、大変評

判がいいそうです。将来子供たちが生

コン業界に興味を持ってくれるきっか

けになるといいと思います。このほか

入間工場では、工場事務所の前にメ

ダカが泳ぐミニ池と花壇を設置して、

社員が世話をしながら、お客様に癒し

の場を提供するなど、イメージアップ

に努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最近では、ミキサー車の運転手に女

性ドライバーが増えるなど女性の活躍

が進んでおり、これに合わせ、工場の

女性用休憩室やトイレの整備を推進

しています。まだまだ男性職場のイメ

ージが強い業界ですが、できるところ

から改善をしていきます。 

 以上地元に密着した活動を中心に

ご紹介しましたが、当社および生コン

業界のイメージアップにつながれば幸

いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【来賓代表ご挨拶】 
 

次に、来賓を代表してセメント協会流

通委員会副委員長一ツ木正様(宇部三

菱セメント株式会社取締役常務執行役

員)より以下のとおりご挨拶を頂きました。 

 先ほど斎藤理事長より、おひざ元の東

京地区の生コン需要につきご説明があり

ました。オリンピック・パラリンピック向け需

要の早期収束、昨年１０月の消費増税実

施、秋口以降の関東・甲信・東北南部の

各エリアでの大型台風の被害、等から当

地区の生コン出荷は非常に厳しい状況

にあると聞き及んでおります。 

本年は７月から８月にかけてオリンピッ

ク・パラリンピックが開催され、建設工事の

進捗にいささかの懸念があり、当地区の

生コン出荷についても影響を及ぼすと伺

っております。 

一方、リニア新幹線工事の本格化やオ

リンピック終了後には遅れていた大型再

開発工事が一気に動き出すという期待も

伺っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年は以前想定されていなかった大

規模自然災害が毎年のように発生してお

り、これに対して政府は大型経済対策を

公表しております。災害の復旧・復興需

要に加え、今後、全国的に防災・減災対

策向けの消費が進捗していくことを期待

するものです。首都機能が集中している

当地区は一旦災害が起これば機能麻痺

が懸念されることから、国土強靭化の中

核エリアであると思います。地域的に当

地区の需要の回復に期待を寄せるところ

です。やはり東京地区に元気がないと

我々業界も沈み込んだようになりますの

で、大いに期待するところであります。 

また、今年は十二支の初めの年、庚子

(かのえね)の年で、変革・変化の年と言わ

れております。昨年の大型自然災害、働

き方改革、慢性的な人手不足、海外では

イラン問題、米中貿易摩擦、中東地域の

政情不安など色々な問題が当業界にも

影響を及ぼすと思われます。こうした様々

な課題に対して皆様と力を合わせ取り組

んで行きたいと思います。 

 

【来賓乾杯ご発声】 
 

その後、東京生コンクリート卸協同組

合理事長浅野一様より以下のとおりご挨

拶を頂きました。 

斎藤理事長より、新しい年は出だしが

少し心配とのお話しがありました。確かに

出荷は低調ですが、実は契約残が増え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ており、新しい大型案件が目白押しで控

えております。我々登録販売店として、一

番気になるのが需給環境の逆転であり、

そしてその時期です。安定供給ということ

も課題の中に出て参ります。安定供給を

しながら、需給がどこかで反転するときに

も滞りなく供給を果たすことが大事であり

ます。 

もう一つ、オリンピックのある７月・８月

に工事現場がどうなるかも色々と取り沙

汰されております。ミキサー車については

90 分という制約の中で、交通状況の変化

に対応して、どのように納入していくか、こ

れをとりまとめていくのが我々、流通とし

てのデリバリーという業務です。いままで

に無かったようなデリバリーの質を求めら

れる時が来るかもしれません。こうした未

体験ゾーンに是非備えたいと思っており

ます。 

斎藤理事長が掲げられている４つの課

題について我々も知恵を出し力を合わせ

結果を出せるようにしたいと思います。 

最後に“コンクリートで夢を形に!!”の当

協組キャッチフレーズで乾杯のご発声を

頂きました。 

東京生協ニュ－ス：

わが社の

イメージアップ

令和２年新年賀詞交歓会(続き）

（一ツ木副委員長）

（浅野理事長）

曲がり角、徐行運転、ヨイカ？、ヨシ！ 東京トクヤマコンクリート(株)

「新成人として」

株式会社内山アドバンス

総務人事部

久保田 響

 

 

 

 

 

大きな病気や事故もなく無事２０歳

を迎えることが出来ました。そして、  

大人の仲間入りを果たせました。ここ

まで、元気に育てていただいたのは、

沢山の周りの方々のお陰だと、改めて

感じています。 

特に私の大好きな父には感謝しか

ありません。仕事において、非常に落

ち込んで泣いている時も、忙しい合間

を縫って話を聞いてくれたり、励まして

くれたり、父が私の父親でとても幸せ

です。まだまだ足りない部分が多い未

熟な娘ですが、父に自慢の娘だ！と言

ってもらえるために、また私の憧れで

ある父のように日々努力を怠らず精進

し、会社からも自慢の社員と言われる

よう頑張ります。 


